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学校運営協議会 会議実施報告書 

 

 このことについて、「岐阜県立学校における学校運営協議会の設置等に関する規則」第８条第１

項に基づき、次のとおり学校運営協議会を開催しましたので、その概要について報告します。 

 

 

１ 会 議 名  本巣松陽高等学校 学校運営協議会 （第１回） 

         

２ 開催日時  令和７年６月２３日（月） １３：１０～１５：１０ 

 

３ 開催場所  本巣松陽高等学校 会議室 

        開催にあたり、委員による授業参観を実施した 

         

４ 参 加 者  会  長  川治 秀輝  本巣市教育長 

                副 会 長    長屋由喜子    公益財団法人加藤記念奨学会理事 

                委  員    石川 孝信  もとす広域保護司 

                            大草 由美  元ＰＴＡ会長    

                            近藤 邦明  ＰＴＡ会長  

        

              学 校 側    下野 宗紀    校長 

                         立川 茂     教頭 

                            小県 佳子    事務長 

              日比 学   教務主任 

              山本 博   生徒指導主事 

              鈴木 優子  健康安全部長 

                                                    

５ 会議の概要（協議事項） 

  

（１）スクール・ミッション策定について 

    第４次岐阜県教育振興基本計画と本校の社会的役割等について確認をした。 

 （２）学校経営方針について 

校長が説明して、委員に確認。 

 （３）教育指導の重点及び学校経営計画について 

    昨年度からの課題や改善状況について分掌長より報告を行い、今年度の状況を含めた目標

設定など、資料の説明を行い、了承を得た。 

  ・生徒指導より選択制の制服（ポロシャツ導入）着用の状況説明 

  ・生徒の安全管理（個々の体調に関わる対応についての職員の情報共有、不審者対応研修） 

 

また、校長より中学生への説明会でのスライドを紹介し、本校の魅力が明確になるよう説

明を行った。 

 

６ 委員の意見 

 



別紙様式３ 

   意見１：授業を見せてもらって、社会の情報化に向かった授業が行われていて安心した。 

親と子供でインスタを共有していて、親が子供の情報をそこから得て、その情報だけ

で学校に連絡してくるような場合があるのではないか。親子の直接の会話が必要。 

 

   意見２：ICTを活用した授業や、意見を出し合うペア学習の授業もあり、大変活気があった。 

今年度導入されたポロシャツは男子の着用が多いが、女子は着ていなかった。女子  

は着ていけないのか。→回答：女子も一部着ている生徒もいる。 

昔に比べて過干渉な保護者が増えている。大変かと思いますが対応をお願いしたい。

生徒の個々の体調に関わる対応は重要で、子供たちを守るため頑張っていただきたい。 

 

意見３：エピペンの使用は一部の関わる職員だけでなく、どんな時でも全職員が躊躇なく使 

用できるようにしておくことが大切である。また、不審者対応の「さすまた」の使用

方法などは警察に来てもらい正しく研修するとよい。力の強い不審者には対応が困難

となる場合がある。 

 

   意見４：中学校への高校説明会を多くしてもらっているので、定員確保を期待している。入

口だけでなく出口指導もしっかりしていただきたい。出口指導にあたっては、どれ

くらいの成績をとれば○○大学に入れるのかという具体的な指針があるとわかりや

すい。 

野球チームを指導している中で、他校の野球部のインスタをみることがあった。こ

れにより入学する生徒が増えたのではないか。そういったアピールも大事である。

また、生徒と同じポロシャツを先生方も着てもらえると一体感が出てよい。 

 

 

   意見５：選べる制服はよい取り組みである。南舎の教室もとてもきれいで学べる環境が整っ

ていた。大学の情報はネットやスマホだけでなく、人からも伝わる。兄弟や近所の

人から聞いたり、生の先輩の成功談や失敗談でも聞いたりすることが大切である。

生徒の個々の体調に関わる対応が多いというのは時代を感じる。大変な時代だと思

った。英語の授業では話すことが必要になってきている。どうやって評価するのか

が難しいと思った。 

        

   意見６：本日の協議や、スライド説明により、本巣松陽のよさや課題がわかりやすくなり、

特色が「見える化」されてきた。学校は授業が命である。授業を変えよう、良くし

ようとすることが大切である。日本の教育の課題は、子供たちの当事者意識と主体

者意識をどう育てるかが重要である。英語の授業では生徒の声がよく聞こえ、対話

的に学ぶという点で、生徒自身が主役の授業であった。また、生徒にどんな力をつ

けたいかが明確で、そのための手法がたくさん見られた。机間指導を多く行うこと

で生徒の実態をつかめ、先生の表情がとてもよかった。 

    

６ 会議のまとめ 

  

第１回学校運営協議会では、今年度の本校の学校経営方針を踏まえた教育指導の重点及び学校経

営計画について全委員より承認が得られた。また、どの委員からも活発に意見が出され、本校の課

題や解決のための具体的な手立てについて貴重な示唆を得ることができた。今回の学校運営協議会

でいただいたご意見は、早速本校の職員間でも共有し、積極的に改善の糸口を探っていきたい。 

第２回学校運営協議会では、学校評価アンケート結果等についての意見交換を行う予定である。 


